
（大阪府）

市 政 ル ポ 東
ひがし お お さ か

大阪市

モ
ノ
づ
く
り
＆
ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち
が
目
指
す

地
域
の
魅
力
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

Ｗ
杯
に
向
け
進
む 

ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち
強
化
策

　

７
月
半
ば
の
蒸
し
暑
い
午
後
、
東
大
阪
市
の
庁
舎

を
取
材
に
訪
れ
る
と
、
職
員
の
皆
さ
ん
が
着
用
す

る
、
爽
や
か
な
色
合
い
の
ボ
ー
ダ
ー
柄
の
ラ
ガ
ー

シ
ャ
ツ
が
ひ
と
き
わ
目
に
つ
い
た
。
平
成
22
年
度
に

「
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
誘
致
室
」を
開
設
し
て

以
来
、
東
大
阪
市
役
所
で
す
っ
か
り
恒
例
化
し
た
、

夏
の
ク
ー
ル
ビ
ズ
用
ラ
ガ
ー
シ
ャ
ツ
（
東
大
阪
市
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
で
毎
年
更
新
）で
あ
る
。

　
「
モ
ノ
づ
く
り
の
ま
ち
」
と
し
て
有
名
な
東
大
阪
市

は
、「
ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち
」
で
も
あ
る
。
そ
し
て
ご
承

知
の
よ
う
に
、
東
大
阪
市
は
平
成
27
年
３
月
に
「
ラ

グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
」の
開
催
12
都
市

の
１
つ
に
決
定
し
た
。「
誘
致
室
」は
そ
の
年
の
４
月
か

ら「
花
園
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
推
進

室
」
へ
と
衣
替
え
し
た
が
、
ラ
ガ
ー
シ
ャ
ツ
着
用
の

ク
ー
ル
ビ
ズ
は
今
も
続
い
て
い
る
。

　
「
開
催
都
市
に
決
定
し
て
か
ら
は
、
日
本
最
古
の

ラ
グ
ビ
ー
専
用
競
技
場
で
あ
る
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場

（
正
式
名
称
は
東
大
阪
市
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
）を
持
つ

ま
ち
と
し
て
、
特
に
欧
米
や
オ
セ
ア
ニ
ア
の
ラ
グ

ビ
ー
の
盛
ん
な
国
や
都
市
の
間
で
、
東
大
阪
市
の
知

名
度
は
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
」

　

そ
う
に
こ
や
か
に
語
る
の
は
、
野
田
義
和
・
東
大

阪
市
長
で
あ
る
。

　

ラ
ガ
ー
シ
ャ
ツ
に
よ
る
ク
ー
ル
ビ
ズ
を
始
め
た
こ

ろ
、
市
役
所
に
は
「
行
財
政
改
革
を
し
て
い
る
の
に
、

税
金
で
職
員
の
ラ
ガ
ー
シ
ャ
ツ
を
買
う
の
は
い
か
が

な
も
の
か
」
と
い
う
批
判
の
声
も
寄
せ
ら
れ
た
と
い

う
。
し
か
し
、
職
員
の
着
用
し
て
い
る
ラ
ガ
ー
シ
ャ

ツ
は
す
べ
て
職
員
が
自
費
で
購
入
し
た
も
の
だ
。
そ

れ
が
知
ら
れ
る
と
、
批
判
の
声
は
ピ
タ
リ
と
止
ん
だ
。

　
「
私
の
ラ
ガ
ー
シ
ャ
ツ
も
も
ち
ろ
ん
自
費
購
入
で

す（
笑
）。
そ
れ
に
し
て
も
、
早
い
も
の
で
す
ね
。
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
が
は
じ
ま
る
２
０
１
９
年
（
平
成
31
年
）

９
月
ま
で
あ
と
約
３
年
、
い
や
、
も
う
３
年
し
か
な

い
の
で
す
か
ら
。
そ
し
て
２
０
１
９
年
の
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
は
当
初
、
新
国

立
競
技
場
の
こ
け
ら
落

と
し
の
大
会
に
な
る
は
ず
だ
っ
た
の
に
、

そ
れ
が
ダ
メ
に
な
っ
た
。
幸
先
が
あ
ま
り
良
く

な
い
な
と
思
っ
て
い
た
ら
、
日
本
代
表
が
昨
年
の

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
５
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
大
会

で
、
歴
史
的
な
大
活
躍
を
し
て
く
れ
た
。
お
か
げ
さ

ま
で
一
気
に
、
２
０
１
９
年
に
向
け
て
の
弾
み
が
つ

き
ま
し
た
」（
野
田
市
長
）

　

日
本
代
表
人
気
の
効
果
も
あ
っ
て
か
、
昨
年
12

月
か
ら
今
年
１
月
に
掛
け
て
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
で

野
の だ

田義
よしかず

和
東大阪市長
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開
催
さ
れ
た
、
恒
例
の
全
国
高
等
学
校
ラ
グ
ビ
ー

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会（
第
95
回
）で
は
、
史
上
最
多
と

な
る
約
12
万
７
０
０
０
人
も
の
観
客
が
訪
れ
た
。
観

客
に
は
子
ど
も
や
女
性
の
姿
が
従
来
以
上
に
目
立

ち
、
ラ
グ
ビ
ー
人
気
の
す
そ
野
の
広
が
り
が
際
立
つ

結
果
と
な
っ
た
。

　

現
在
東
大
阪
市
の
所
有
に
な
っ
て
い
る
花
園
ラ
グ

ビ
ー
場（
１
９
２
９
年
開
場
）は
、
も
と
も
と
社
会
人

ラ
グ
ビ
ー
の
強
豪
・
近
鉄
の
専
用
ラ
グ
ビ
ー
場
だ
っ

た
。
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
開
催
が
決
ま
っ
た
後
、
こ
れ

を
契
機
に
ラ
グ
ビ
ー
場
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
を

開
始
す
る
た
め
に
近
鉄
と
交
渉
し
、
土
地
は
東
大
阪

市
が
買
収
す
る
こ
と
、
上
物
（
ラ
グ
ビ
ー
競
技
場
の

建
物
）
は
近
鉄
が
社
会
貢
献
の
一
環
と
し
て
東
大
阪

市
に
無
償
譲
渡（
営
業
権
付
き
）す
る
こ
と
が
そ
れ
ぞ

れ
決
定
し
た
。
近
鉄
側
の
無
償
譲
渡
の
条
件
は
「
ラ

グ
ビ
ー
場
を
存
続
さ
せ
る
こ
と
」の
み
で
、
ラ
グ
ビ
ー

ト
ッ
プ
リ
ー
グ
の
近
鉄
ラ
イ
ナ
ー
ズ
は
、
引
き
続
き

花
園
を
使
用
す
る
。

　

も
と
よ
り
日
本
最
古
の
ラ
グ
ビ
ー
専
用
競
技
場

で
、
日
本
ラ
グ
ビ
ー
の
聖
地
と
ま
で
い
わ
れ
る
花
園

ラ
グ
ビ
ー
場
を
東
大
阪
市
が
保
有
し
、
存
続
さ
せ
る

意
義
は
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
極
め
て
大
き
い
。

《
ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち
》発
信
と
観
光
振
興

　

野
田
市
長
は
、「
高
校
野
球
の
聖
地
・
甲
子
園
球

場
と
と
も
に
、
高
校
ラ
グ
ビ
ー
の
聖
地
・
花
園
ラ
グ

ビ
ー
場
は
、
関
西
全
体
の
宝
で
も
あ
る
」と
語
る
。「
だ

か
ら
、
か
つ
て
全
国
高
等
学
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大

会
が
関
西
か
ら
東
京
に
持
っ
て
行
か
れ
た
よ
う
な
形

で
、
高
校
野
球
や
高
校
ラ
グ
ビ
ー
の
聖
地
も
東
京
首

都
圏
に
移
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
、
絶
対
に
な

ら
な
い
（
笑
）。
ま
さ
か
と
い
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
歴
史
上
、
同
様
の
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。

花
園
は
甲
子
園
と

と
も
に
、
関
西
が

関
西
で
あ
る
た
め

に
不
可
欠
な
ピ
ー

ス
だ
と
私
は
思
っ

て
い
ま
す
。
た
だ

で
さ
え
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
の
開
催
は

財
政
的
に
も
厳
し

い
の
で
す
が
、
大

阪
府
や
国
の
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
、

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

を
ぜ
ひ
と
も
成
功

さ
せ
た
い
。
併
せ

て
、
ラ
グ
ビ
ー
の

ま
ち
づ
く
り
の
推

ラガーシャツでワールドカップ開催地決定を祝福（平成27年3月）

議会でもラガーシャツで開催地決定をアピール

開催都市決定とともに誘致室は推進室に衣替え
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進
と
と
も
に
、
私
は
東
大
阪
市
の
１
つ
の
使
命
と
し

て
、
聖
地
・
花
園
を
ず
っ
と
守
り
続
け
て
い
く
つ
も

り
で
す
」

　

ご
案
内
い
た
だ
い
た
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
は
、
シ
ー

ズ
ン
オ
フ
と
い
う
こ
と
も
あ
り
静
か
だ
っ
た
。
歴
史

を
し
の
ば
せ
る
佇
ま
い
が
印
象
的
だ
が
、
同
時
に
老

朽
化
も
目
立
つ
。
今
後
は
照
明
設
備
の
新
設
（
現
在

は
な
い
）、
大
型
映
像
装
置
の
新
設（
現
在
は
文
字
表

示
だ
け
）、
観
客
席
の
改
修（
２
万
４
０
０
０
席
を
セ

パ
レ
ー
ト
式
に
改
修
）、
諸
室
の
改
修
（
ロ
ッ
カ
ー

ル
ー
ム
、
医
務
室
、
ド
ー
ピ
ン
グ
ル
ー
ム
、
ト
イ
レ

な
ど
）
を
は
じ
め
、
大
規
模
な
改
修
工
事
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。

　

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
開
催
に
合
わ
せ
策
定
さ
れ
た

「
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
整
備
基
本
構
想
」に
よ
れ
ば
、
改

修
・
整
備
は
施
設
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
そ
の
要
点
は

お
よ
そ
次
の
通
り
で
あ
る
。

◇
施
設
コ
ン
セ
プ
ト（
目
指
す
施
設
像
）│
│
ス
ポ
ー

ツ
専
用
施
設
か
ら
防
災
施
設
を
兼
ね
備
え
た
、
市
民

が
集
う
イ
ベ
ン
ト
施
設
へ
。
具
体
的
に
は
、
長
期
的

に
耐
久
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
建
築
基
準
を
備
え

る
施
設
。
局
所
的
豪
雨
な
ど
の
際
に
も
雨
水
を
貯

留
・
浸
透
で
き
る
機
能
を
持
ち
、
周
辺
地
区
へ
の
雨

水
流
出
を
防
ぎ
、
水
資
源
と
し
て
も
活
用
で
き
る
施

設
。
耐
震
構
造
の
確
保
は
も
ち
ろ
ん
、
多
様
な
用
途

の
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
に
も
使
え
る
安
全
機
能
が
確
保

さ
れ
た
施
設
。
地
域
の
財
産
施
設
と
し
て
、
市
民
が

幅
広
く
利
用
で
き
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に
は
観
客
が

快
適
に
観
覧
で
き
る
施
設
な
ど
。

◇
ラ
グ
ビ
ー
場
周
辺
の
整
備
│
│
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場

は
各
種
の
文
化
・
運
動
施
設
を
備
え
た
市
民
の
憩
い

の
場
・
花
園
中
央
公
園（
約
36

ha
）内
に
あ
る
。
花
園

中
央
公
園
の
整
備
・
美
化
と
と
も
に
、
最
寄
り
駅
で

あ
る
近
鉄
奈
良
線
東
花
園
駅
か
ら
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場

ま
で
約
４
０
０
ｍ
の
「
ス
ク
ラ
ム
ロ
ー
ド
」（
平
成
22

年
に
公
募
決
定
し
た
愛
称
）
の
各
種
整
備
・
美
化
事

業（
花
園
中
央
公
園
周
辺
魅
力
推
進
事
業
）な
ど
を
継

続
実
施
す
る
。

◇
そ
の
他
│
│
周
辺
へ
の
影
響
を
可
能
な
限
り
低
減

化
し
つ
つ
、
予
測
さ
れ
る
観
客
の
大
量
動
員
に
対

し
、
安
全
面
か
ら
も
機
能
面
か
ら
も
十
二
分
に
耐
え

ら
れ
る
交
通
ア
ク
セ
ス
の
確
保
・
整
備
、
施
設
や
周

辺
環
境
の
可
能
な
限
り
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
ご
み

の
リ
デ
ュ
ー
ス
（
ご
み
持
ち
帰
り
運
動
の
実
施
、
分

別
排
出
お
よ
び
資

源
化
・
再
利
用
化

な
ど
）
の
実
施
な

ど
を
図
る
。

　

平
成
３
年
に

『
ラ
グ
ビ
ー
の
ま

ち
』
を
標ひ
ょ
う
ぼ
う榜
し
て

以
来
、
多
彩
な
発

信
事
業
を
進
め
て

き
た
東
大
阪
市
の
「
ラ
グ
ビ
ー
の
も
つ
イ
メ
ー
ジ
を

い
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
は
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
開
催

都
市
に
決
定
し
た
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た

よ
う
に
拍
車
が
掛
か
り
、
よ
り
進
化
（
深
化
）
し
つ

つ
あ
る
。

改修を待つあいだも芝生の維持・管理は不可欠（花園ラグビー場）

史上最多の観客動員を果たした全国高校ラグビー開会式（平成27年12月）
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東大阪市　市 政 ル ポ

（大阪府）

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、
東
大

阪
市
で
は
ラ
グ
ビ
ー
を
媒
介
に
し
た
観
光
振
興
（
交

流
人
口
の
拡
大
）
に
も
力
を
入
れ
始
め
た
。
例
え
ば

今
年
４
月
に
は
「
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
み
ら
い
魅
力
活

性
化
委
員
会
・
観
光
交
流
部
会
」を
発
足
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
市
内
の
推
奨
観
光
ル
ー
ト
の
確
立
、
リ

ピ
ー
タ
ー
の
確
保
な
ど
を
図
る
方
策
な
ど
を
探
り
、

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
本
番
ま
で
に
、
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場

を
中
心
と
し
た「
人
の
流
れ
」を
あ
ら
か
じ
め
創
造
し

て
お
く
こ
と
な
ど
を
目
的
に
し
て
い
る
。

《
ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち
》 

《
モ
ノ
づ
く
り
の
ま
ち
》の
接
点

　

そ
う
し
た
動
き
と
は
別
に
、
建
物
と
と
も
に
営

業
権
も
譲
渡
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
例
え
ば
動
員

１
万
人
以
上
の
大
規
模
な
野
外
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

の
会
場
と
し
て
、
既
に
貸
し
出
し
事
業
も
実
施
し

て
い
る
。
面
白
い
の
は
こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
、「
有

力
な
観
光
ツ
ー
ル
と
し
て
の
《
モ
ノ
づ
く
り
の
ま

ち
》」
と
い
う
発
想
が
生
ま
れ
て
き
て
い
る
こ
と
だ

ろ
う
。

　
「
そ
れ
は
特
に
海
外
向
け
に
面
白
い
企
画
だ
と
思

い
ま
す
。
特
に
彼
の
地
の
ラ
グ
ビ
ー
フ
ァ
ン
や
関
係

者
は
富
裕
層
が
多
い
。
そ
う
い
う
方
た
ち
に
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
の
観
戦
に
来
て
い
た
だ
く
と
い
う
の
も
も

ち
ろ
ん
重
要
な
の
で
す
が
、
実
は
《
モ
ノ
づ
く
り
の

ま
ち
》
と
し
て
の
東
大
阪
へ
の
関
心
も
、
観
光
と
同

時
に
深
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
の
で

す
」（
野
田
市
長
）

　

そ
の
兆
候
は
既
に
表
れ
て
い
る
と
い
う
。
例
え
ば

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
開
催
都
市
が
決
定
し
た
後
、
フ
ラ

ン
ス
南
西
部
の
都
市
・
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
の
関
係
者
の

団
体
が
東
大
阪
市
を
訪
れ
、
ラ
グ
ビ
ー
を
通
じ
た
交

流
と
と
も
に
モ
ノ
づ
く
り
の
面
で
の
交
流
も
打
診
す

る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
は
ラ
グ

ビ
ー
大
国
フ
ラ
ン
ス
で
も
屈
指
の
強
豪
チ
ー
ム
「
ス

タ
ッ
ド
・
ト
ゥ
ー
ル
ー
ザ
ン
」
の
本
拠
地
で
あ
る
と

同
時
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
の
工
業
や
航
空
宇
宙
産
業
が

盛
ん
で
、
エ
ア
バ
ス
社
の
生
産
拠
点
と
し
て
も
知
ら

れ
て
い
る
。

　

ま
た
駐
日
大
使
館
（
東
京
）
と
並
ぶ
、
英
国
政
府

の
駐
日
代
表
機
関
の
１
つ
で
あ
る
英
国
日
本
総
領

事
館
（
大
阪
）
か
ら
は
、
前
総
領
事
が
東
大
阪
市
を

訪
問
し
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
契
機
に

経
済
交
流
を
し
て
い
き
た
い
と
の
申
し
入
れ
が

あ
っ
た
と
い
う
。

　

ご
承
知
の
よ
う
に
東
大
阪
市
は
わ
が
国
有
数
の
工

業
都
市
だ
。
そ
れ
も
技
術
力
優
秀
な
中
小
企
業
が

６
３
０
０
以
上
も
集
ま
っ
て
い
る
。「
歯
ブ
ラ
シ
か
ら

新
幹
線
、
人
工
衛
星
ま
で
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

通
り
に
、
東
大
阪
市
の
工
場
は
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
工

業
製
品
の
素
材
や
部
品
を
生
産
し
て
い
る
。
例
え
ば

東
大
阪
市
の
あ
る
工
場
が
生
産
を
止
め
た
ら
、
日
本

の
自
動
車
産
業
の
生
産
ラ
イ
ン
は
ス
ト
ッ
プ
す
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
鉄
骨
を
つ

な
ぎ
止
め
て
い
る
ナ
ッ
ト
の
う
ち
、
主
要
な
部
分
に

使
用
さ
れ
て
い
る
約
40
万
個
の
ナ
ッ
ト
も
東
大
阪
市

の
工
場
が
生
産
し
て
い
る
。

　
「
そ
れ
と
同
様
の
技
術
力
を
持
っ
た
工
場
が
、
東

大
阪
に
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
で

あ
り
、
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
技
術
が
、
東
大
阪
に
は
集

モノづくり企業と連携し、東大阪市の技術力を高める東大阪市立産業技
術支援センター

次世代（小学生）を対象に開催される「モノづくり体験教室」
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中
し
て
い
る
の
で
す
」（
野
田
市
長
）

　

世
界
の
ラ
グ
ビ
ー
界
を
牽
引
す
る
と
と
も
に
、
工

業
国
と
し
て
も
知
ら
れ
る
フ
ラ
ン
ス
・
英
国
か
ら
の

東
大
阪
市
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
そ
う
し
た
工
業
都

市
・
東
大
阪
市
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
熟
知
し
た

上
で
の
、
本
気
の
技
術
交
流
、
経
済
交
流
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
な
の
だ
。

　

東
大
阪
エ
リ
ア
の
工
業
力
の
優
秀
さ
を
物
語
る
ご

く
最
近
の
話
題
と
し
て
は
、
国
立
大
学
法
人
大
阪
大

学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
お
よ
び
同
大
学
附
属
病
院

と
東
大
阪
市
と
が
今
年
４
月
に
締
結
し
た
、「
医
工

連
携
」の
協
定
も
見
逃
せ
な
い
。

　

こ
の
協
定
は
健
康
・
医
療
分
野
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
た
も
の
で
、
東
大
阪
市
内
の

モ
ノ
づ
く
り
企

業
の
技
術
力
を

駆
使
し
た
医
療

機
器
の
開
発
な

ど
の
事
業
化
を

進
め
、
東
大
阪

市
内
の
モ
ノ
づ

く
り
企
業
に
よ

る
健
康
・
医
療

分
野
へ
の
積
極

的
な
参
入
を
図

る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。

　
「
こ
れ
が
軌

道
に
乗
れ
ば
、

大
学
側
に
と
っ

て
は
将
来
的
に
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
医
療
機
器
の
供
給

が
安
定
的
に
図
れ
ま
す
し
、
東
大
阪
市
の
モ
ノ
づ
く

り
企
業
に
と
っ
て
は
新
た
な
鉱
脈（
分
野
）の
開
拓
に

つ
な
が
り
ま
す
」（
野
田
市
長
）

　

協
定
締
結
の
結
果
、
現
在
、
東
大
阪
市
の
事
務

職
１
人
（
係
長
級
）
を
大
阪
大
学
大
学
院
医
学
系
研

究
科
の
「
教
員
」
と
し
て
派
遣
し
て
い
る
。
教
壇
に

立
つ
わ
け
で
は
な
い
が
、
大
学
内
に
デ
ス
ク
を
持
っ

て
常
駐
し
、
大
学
側
の
需
要
を
常
に
汲
み
取
り
な

が
ら
市
内
の
モ
ノ
づ
く
り
企
業
へ
つ
な
ぎ
、
開
発

か
ら
事
業
化
へ
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
い
く
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
市
役
所
職
員
が
こ
う

し
た
形
で
大
学
に
派
遣
さ
れ
る
事
例
は
全
国
的
に

も
稀
だ
ろ
う
。

モ
ノ
づ
く
り
の
ま
ち
と
し
て
の 

課
題
と
未
来

　

あ
ら
ゆ
る
工
業
製
品
の
部
品
供
給
面
で
は
、
ほ
か

の
追
随
を
許
さ
な
い
ほ
ど
の
技
術
力
の
集
積
を
誇
る

東
大
阪
市
だ
が
、
企
業
全
体
の
99
％
を
占
め
る
中
小

零
細
企
業
の
後
継
者
難
は
や
は
り
大
き
な
課
題
に

な
っ
て
い
る
。

　

た
だ
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
市
内
に
立
地
す

る
４
大
学
の
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
な
ど
を

見
る
と
、
優
れ
た
技
術
力
を
持
つ
東
大
阪
市
内
の
中

小
零
細
企
業
を
就
職
先
候
補
の
１
つ
と
し
て
意
識
し

て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
こ
う
し
た
学
生
た
ち

大阪府内最大級の秋祭りとして知られる「枚岡秋郷祭り」（枚岡地区）

大阪府開設の「モビオ」（府内中小企業の総合展示場）のメイン展示は、東大阪市の企業
群が造った人工衛星「まいど1号」
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に
向
け
た
、
東
大
阪
市
と
市
内
企
業
群
の
連
携
に
よ

る
今
後
の
働
き
掛
け
が
注
目
さ
れ
る
。

　

工
業
都
市
・
東
大
阪
市
の
も
う
１
つ
重
大
な
課
題

は
、
小
さ
な
工
場
が
多
い
こ
と
な
ど
を
要
因
に
進
ん

で
し
ま
っ
た
住
工
混
在
状
況
の
改
善
が
挙
げ
ら
れ

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
現
在
、「
住
工
共
生
の
ま
ち

づ
く
り
」（
平
成
25
年
４
月
に
『
住
工
共
生
の
ま
ち
づ

く
り
条
例
』施
行
）を
進
め
て
い
る
。

　
「
ゆ
く
ゆ
く
は
住
工
の
完
全
分
離
を
目
指
し
ま
す

が
、
ま
ず
は
道
路
の
片
側
に
工
場
群
、
反
対
側
に
住
宅

群
と
い
う
よ
う
に
街
路
で
明
確
に
区
切
れ
る
よ
う
な

形
を
目
指
し
て
い
ま
す
」
と
い
う
野
田
市
長
の
言
葉
通

り
、
町
工
場
が
集
中
す
る
地
区
で
は
現
在
、
こ
う
し
た

共
生
の
取
り
組
み
が
少
し
ず
つ
進
ん
で
き
て
い
る
。

　

人
口
50
万
人
を
維
持
す
る
中
核
市
・
東
大
阪
市
は
、

大
阪
市
に
隣
接
し
て
お
り
、
難
波
へ
は
30
分
以
内
、

京
都
・
奈
良
・
神
戸
な
ど
へ
も
１
時
間
以
内
の
通
勤

圏
に
あ
り
、
鉄
道
駅
は
何
と
市
内
に
25
も
あ
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
住
宅
地
と
し
て
も
人
気
が
高
い
。
し
か

し
、
中
小
零
細
企
業
で
構
成
さ
れ
る
工
業
都
市
・
東

大
阪
市
は
、
今
後
も
工
業
都
市
と
し
て
の
集
積
度
を

低
め
る
つ
も
り
は
な
い
と
い
う
。
東
大
阪
市
は
市
域

の
91
％
を
「
モ
ノ
づ
く
り
推
進
地
域
」
と
定
め
て
お

り
、
製
造
業
者
が
仮
に
１
社
消
え
た
ら
、
そ
の
跡
地

に
は
ま
た
製
造
業
者
を
誘
致
す
る
な
ど
し
て
、
モ
ノ

づ
く
り
の
ま
ち
と
し
て
の
現
況
を
維
持
す
る
こ
と
を

宣
言
し
て
い
る
。

　
「
現
況
の
統
計
を
取
る
と
、
市
内
の
モ
ノ
づ
く
り

企
業
に
勤
め
る
人
の
60
％
以
上
は
、
市
民
で
す
。
つ

ま
り
東
大
阪
市
の
場
合
、
定
住
人
口（
市
民
）と
モ
ノ

づ
く
り
企
業
は
常
に
一
対
の
存
在
で
あ
り
、
い
わ
ば

モ
ノ
づ
く
り
が
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
な
っ
て
い

る
。
そ
う
い
う
ま
ち
な
の
で
す
」（
野
田
市
長
）

　

ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
の
例
で
分
か
る
よ
う
に
、
ラ
グ

ビ
ー
大
国
の
フ
ラ
ン
ス
や
英
国
で
は
、
工
業
都
市
ほ

ど
ラ
グ
ビ
ー
が
盛
ん
な
傾
向
が
あ
る
。
東
大
阪
市
で

は《
ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
》の
基
本
理
念
に
つ
い

て
「
力
強
さ
・
た
く
ま
し
さ
、
連
帯
性
・
団
結
力
、

友
情
・
す
が
す
が
し
さ
」
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
、

市
の
ま
ち
づ
く
り
施
策
の
全
分
野
に
生
か
す
こ
と
を

目
的
と
す
る
│
│
と
し
て
い
る
。「
モ
ノ
づ
く
り
の
ま

ち
東
大
阪
」と「
ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち
東
大
阪
」は
ま
さ

に
、
車
の
両
輪
の
よ
う
な
も
の
な
の
だ
。
２
０
１
９

年
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
後
に
は
、
東
大
阪
の
名
と

と
も
に
、
そ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
「
モ
ノ
づ
く

り
と
ラ
グ
ビ
ー
」
に
あ
る
と
い
う
事
実
も
き
っ
と
、

世
界
中
に
知
れ
渡
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

（
取
材
・
文

遠
藤　

隆
／
取
材
日

平
成
28
年
７
月
15
日
）

市内のモノづくり企業の技術の粋がみられる「東大阪産業展 テクノメッ
セ」（毎年11月）

東大阪市のモノづくり企業の技術力を展示する「もうかりメッセ」は東京
で毎年開催（毎年2月・東京大田区）

街路を隔てて工場と住宅が向かい合う住工共生
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